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Abstract 
We conducted an experiment to observe the eye 
movements when viewing paintings using the eye 
tracking device. Experiments were carried out on 
designers and general people, with still images, 
landscape paintings, portraits, abstract images, a 
total of 32 images on a display for 7 seconds, and 
eye movement measured at 1000 Hz / sec. As a 
result, due to the difference (congestion) between 
the X and Y axis of the left and right eyes, the 
design participants found that the value of the 
difference in the Y axis direction was significantly 
higher. On the other hand, it was found that the 
difference between the values of the X axis and 
the Y axis at the left and right eyes has a low 
correlation with the aspect ratio of the image. 
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1. はじめに	
 
よい絵画との出会いは人々に感動をもたらす．し

かしながら人々の感性にはそれぞれ個性があり，同

じ絵画がすべての人に好まれるわけではない．人々

は眼球を通して絵画を鑑賞し，好きかそうでないか

を判断する．感性評価や眼球運動の研究領域におい

て，それぞれに深い関わりがあることはよく知られ，

これまでにも絵画鑑賞や状況判断時の眼球運動の研

究が行われている[2][3][4]．高橋らは，視線分布の距
離と好みの評定の相関係数の関係を調査した結果，

絵画鑑賞者の視線の類似度と嗜好の類似度の間に一

定の関係性があることを定量的に示した[2]． 
一般的に好きなもの，興味があるものを見ると，

人は瞳孔が拡大するといわれている．中森らは，異

なる表情の複数人の顔画像を提示し，好みの写真を

見た時の実験参加者の瞳孔径を計測する研究を実施

した．その結果，嫌いな画像の提示で瞳孔径が拡大

することを明らかにし，瞳孔が感性を表現する場合

の指標になりうる可能性を示唆した[3]．  
瞳孔径の計測は比較的簡便に行われるようになっ

てきたが，一方で，瞳孔は環境の明暗によって影響

されやすいという特性をもつ．絵画は本質的に色彩

を基本とする芸術であることから，色彩の明暗に影

響されない眼球運動を検出する必要がある． 
そこで，本研究では絵画を見る時の眼球の動きを，

輻輳という機能を通して観察する実験を行った．輻

輳とは，一般的には，広い視野を一度に情報として

とらえる場合等に多用され，対象より近い場所に焦

点を集める場合と，対象より遠くに焦点を集める場

合が存在する．この機能を利用した研究として，和

久井らの運転中の漫然運転を知る指標とする研究が

ある[4]．我々は，好き，あるいは嫌いな絵画と出会
ったとき，人がどのように絵画を見るかを，輻輳と

いう機能により分析した． 
絵画を見る時の眼球運動を観察記録し分析するこ

とによって得られた知見は，感性評価を客観的な数

値として分析する際の指標につながると考える． 
 
2. 研究目的	
 	
 
輻輳について鵜飼は，「近見反応の 3要素である調
節・輻輳・縮瞳は，近見に際し同時に起こる．しか

し，それらの各機能間のリンクは固いものではなく，

柔軟なものである [1]．」と述べている．また，「輻
輳機能は個人差が大きく年齢とともに変化する機能

である．[1]」と述べ，「広い範囲の研究者の研究課
題として関心を呼んでいる[1]として，各機能の単独
での解明の難しさを指摘している． 
一方，通常の眼球運動は視覚情報取得のために行

われ，両目は同じ場所に焦点を合わせることで，明

確な像を結び，距離を認識することができる．輻輳

は，多くは近見反応として扱われることが多いが，

視覚を広く取得する際にも使われる機能で，左右そ

れぞれの眼球が同一の場所に焦点を結ばず，X 軸座
標とY軸座標の数値にそれぞれ差が観察される現象
である．本研究では，絵画を見る時の眼球の動きを，
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輻輳という機能を通して観察する実験を行う．また，

美術デザイン関係者と一般人の眼球運動の違いを知

るために両者を比較する実験を行った．今回の実験

は研究倫理に関する規則に基づき被験者全員の同意

書を得た上で実施した． 
 
3. 研究方法	
 	
 
	
 視線追跡装置を利用して絵画鑑賞時の眼球運動を

計測し，分析する．方法を以下に述べる． 
	
 

実験環境：実験は防音実験室で実施，視線計測機は

EyeLink-Plus（顎台付）を利用し，ディスプレイか
ら計測機器まで，ディスプレイの1.7倍を保持した．
サンプリング周波数は 1000msecである． 
 
刺激提示：人物画，静物画，抽象画，風景画，それ

ぞれ 8 点ずつ合計 32 点の画像を，各画像につき 7
秒間ディスプレイに表示した．実験者は被験者に，

それぞれの画像を好きかどうか考えながら見るよう

指示した．画像は被験者ごとにランダムに提示され

た．実験者は画像を見る被験者の眼球運動を記録し

た．被験者は，すべての画像を見終わった後で，実

験の教示で指示された「この絵が好き」というアン

ケート項目に対して 5段階で評価した．評価項目は
黒須らの分類を参考にした[5]．また，アンケート用
紙には実験で使用した各画像を記載した． 
 
被験者の内訳：美術デザイン関係者 8名，一般人（本
学学生，本学職員）13名で，全員に美術デザインの
学習履歴を問うアンケートを実施し，一般人と美術

デザイン関係者を明確に区別した． 
 
分析方法：左右両目で，X軸座標の値の差の絶対値，
およびY軸座標の値の差の絶対値を，輻輳の幅とし
て計測した． 
 
4. 結果	
 
4.1. アンケート結果	
 
図 1は，被験者がアンケートの「好き」という項
目に 5段階で評価した結果である．直線は美術デザ
イン関係者の平均の評価値を表し，点線は一般人の

評価値を表す．デザイン関係者の評価平均は 3.5 ポ
イント，一般人の評価の平均は 3.3 ポイントで，人
物画，抽象画でデザイン関係者の評価がやや高い傾

向がある． 
 

 
図 1	
 「好きである」評価のグループ別平均値 
 
両グループともに評価が低かった画像は，「人物画」

の image-13 であった．一方，両グループとも評価
が高かった画像は「人物画」の image-24，「風景画」
の image-30であった． 

 
4.2. 左右両目の輻輳	
 
眼球運動における輻輳は，左右両目のX軸座標と

Y 軸座標の値の差の絶対値を算出することで明らか
になる． 

 

 

図 2	
 左右両目の差分のグラフ（輻輳） 
 

図 2は，システムが作成する両目のX軸とY軸の
輻輳の実際例である．本図のX座標は時間を，Y軸
は視野角の数値を表す．また，図中の赤線は被験者

がモニター上で画像を見ている時の，左右それぞれ

のX軸座標を表し，同様に緑の線は両目のY軸座標
の数値を表す．この例はおよそ 2秒間を取り出した
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ものである．輻輳が発生した現象を観察すると，こ

の被験者はY軸方向に比較してX軸方向に多く輻輳
機能を使っていることを表す． 
本研究の分析では，すべての被験者の視線データ

で，すべての画像から左右両目のX軸とY軸の差分
を算出した． 

 
4.3. 評価と左右両目の X 軸と Y 軸の差分	
 	
 
表 1 は，画像が好きかどうかを問うアンケート評
価の平均，および左右両目のX軸とY軸の差分の平
均を表す．一般人はX軸方向で両目の差分が見られ
るのに比べ，デザイン関係者はY軸方向で両目の差
分の値が大きいことがわかる． 

 
表 1	
 評価の平均と両目の差分の平均 

 
	
 

4.4. 画像別の左右両目の差分の比較	
 
「人物画」「静物画」「抽象画」「風景画」で，左右

両目のX軸方向とY軸方向の差分の値を比較した(図

2)．図中の縦軸は差分の視野角，横軸は各画像を表

す．青線はデザイン関係者，赤線は一般人を表す．	
 

	
 

	
 

図 2	
 左右両目の X 軸と Y 軸の差分の比較	
 

	
 

図2から，一般人グループは，X軸方向の左右両目

の差分の値が Y 軸方向の差分の値よりやや大きいか，

殆ど同じであり，デザイン関係者は殆どの画像で Y

軸方向の差分の値が大きいことがわかった．また，

「抽象画」では，デザイン関係者と一般人の両方で

X 軸方向の差分の値が高い傾向があることがわかっ

た．	
 

	
 

	
 

4.5. 「評価：好き」と左右両目の差分の値	
 
アンケート評価が高かった画像と低かった画像そ

れぞれ 3点を選び，デザイン関係者と一般人，それ
ぞれの左右両目のX軸とY軸の差分の値の平均を算
出し，両者を比較した(表 2)． 
その結果，デザイン関係者は，好きだと答えた画

像のX軸方向とY軸方向の左右両目の差分の値，お
よび好きではないと答えた画像のY軸方向の左右両
目の差分の値が小さかった．一般人は，好きだと答

えた画像で，Y 軸方向のみ両目の差分の値がわずか
に高かったが，好きだと答えた画像のX軸方向の差
分の値，および好きではない画像のX軸方向とY軸
方向の両方で両目の差分の値が小さい結果であった． 

 
表 2	
 「評価：好き」と両目差分の比較 

 

 
4.6. 画像の縦横比	
 	
 
図 3 は，画像の横に対する縦の割合を表す．「1」

より小さい値は「横長」を，「1」より大きい値は「縦

長」を意味する．この結果から，「抽象画」だけが特

別に横の比率が高いわけではないことがわかる．	
 

	
 

 
図 3	
 画像の縦横比	
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4.7. 画像の縦横比と「評価」の相関関係	
 
「好き」という評価の高かった画像と，両目の X

軸と Y 軸の差分の値の相関係数を，デザイン関係者

と一般人で比較した(表 3,表 4)．その結果，一般人

の X 軸の差分の値できわめて低い相関がみられる以

外は，相関があるとはいえなかった．また，画像の

縦横比と，両目の X軸と Y軸の差分の値の相関係数

を，デザイン関係者と一般人で比較した結果，相関

はきわめて低いことがわかった．	
 

	
 

表 3	
 「輻輳」と「アンケート評価」の相関係数	
 

	
 

	
 

表 4	
 「輻輳」と「縦横比」の相関係数	
 

	
 

 
5. 考察	
 	
 
本研究は，画像を見る時の眼球運動を観察し，画

像の評価を自動的に抽出する際に輻輳機能の利用が

可能かどうかを調べる目的で実験を実施した．また，

デザイン関係者と一般人の眼球運動を比較した． 
まず，好きな画像とそうではない画像の両方の場

合で特徴的な現象を検出することができた．結果を

みると．デザイン関係者は一般人と比較して Y 軸方

向で左右両目の差分が大きいことがわかった．また，

好きという評価が高かった画像 3 点とそうではない

画像 3 点で左右両目の差分の値を調べた結果，デザ

イン関係者は，好きだと答えた画像の，左右両目の

X 軸と Y 軸方向の差分の値，および好きではない画

像の，左右両目の Y 軸方向の差分の値が低かった．

すなわち，デザイン関係者は，好きではない画像で

輻輳を多用する傾向があった．一方，一般人は好き

だと評価した画像で Y 軸方向の差分の値が高かった

以外，すべての値が低かった．すなわち，一般人で

は，好きな画像で Y 軸方向に輻輳を多様したが，そ

れ以外では輻輳機能を利用しない傾向があった．	
 

また，今回の実験で，画像の縦横比と X 軸方向お

よび Y 軸方向の左右両目の差分の値の間に相関はな

かった．ここから，画像の縦長と横長によって，X

軸方向と Y 軸方向の輻輳の値が左右されるわけでは

ないことが明らかになった．	
 	
 

中森らは，異なる表情の複数人の顔画像を提示し，

好みの写真を見た時の実験参加者の瞳孔径を計測し，

瞳孔が感性を表現する場合の指標になりうる可能性

を示唆した[3]．しかし，同時に,「「好み」と「興味」
の相関が見られたことが「興奮」によると考えれば，

「嫌い」が「興奮」につながる可能性がある，と述

べている[3]． 
寺らの研究[6]で，中国人被験者と日本人被験者に
よる輻輳機能の使い方の特徴が検出された．それは

多分に被験者の専門性や環境の影響があることが推

測される．本実験では，「好きな画像」と「そうでは

ない画像」について眼球運動を分析したが，感性評

価の「興味がある」という項目を取り入れなかった．

これは中森らも述べているように[3]，「興味がある」
という評価の意味する範囲が非常に広いことを考慮

したためである．しかし，左右両目のY軸方向の差
分の値が，デザイン関係者で高い傾向を示したこと

は，絵画を見る際の眼球運動には「感性」と関係深

い要素が存在することを示唆する．今後も「感性評

価」と「輻輳機能」にに関する研究を深めることを

課題とする． 
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